日立クッキングヒーター 

設置工事説明書 

HT -33 WD お 

HITACHI 

Inspire the IMext 

(据■きタイプ) 

工事される方へのお願い 

♦この設ちエ巧說巧醫は天ぷ 5 巧、取巧説明》、巧証•と 
とをに必ずお客様にお渡し < ださい。 

•試運転を必ず巧い、おぎ巧へ正しい®いちをごお巧くだ 
さい。 

1 巧をのため於ずお守り <だをい 


設置をする前に、この設置工事説明まをよくお読みにな0、正しく工事をしてください。 

ここに示したを意ま項は、お使いになる人や他の人々への危害や財産への損まを未がに防止するために重要な内容でず 
ので、必ずお守りください。表示とを巧は次のよラになっています。 


A 酱告 

この表示を無視して誤った取り扱いをする 
と、人び死 t ： または重傷を負ラ可能性び想 
定される内容を示しています。 

A ミち意 

この表示を無視して誤った取0巧いをする 
と、人び損害を負う可能性び想定される巧 
客および物の損害のみの発まび想定される 
內容を示します。 


_ I 定 誦内容を 示しています。 J[_ _!內容を示ます。_ 

絵表示の例 A Q な 


この記号はを息(危ち-奮告を含む）をこの記ちは禁止の巧ちであることを告この記号は行為を強制したり指示する 
促す内容びあることを告げるをのです。けるちのです。図の中やお傍に具が的内容を告げるをのです。図の中や近傍 
図の中や近傍に具体的なま意内容が巧な禁止内容び巧かれています。 に具体的な指示内容び描かれています。 
かれています。 


A 警告 

設旦工事は、この r 設坦工事説明き」に 従って、 A 
確実に行う(プ レ-力-は r 切 J にして巧ってくださし、）， P 
設置に不備びあると、漏畢-乂災の原因 

虽気配線工事は、巧気設楠巧術基を等関連 A 
ずる法令. 規則寄に従って必ず r 法の有資 W 
綿」ぴ行う 

接続-固定び不完全な場合は、漏電-火災の原因 

200 V —30 AL ツ上の専用回路とブレーカー^ 
を設置ずる mm 

この工事をしないと、お綜部び異常発熱ずる巧れ 
びあり、感巧•火災の原因となります。 

アースて幸は 、 mmrnmmmmr A 
る法令-規則等に従って必ず r 法的有資格 ^ 
ち」による D 種接地工事を行う 
アース繳まガス管、水道管、避 里 か、 亟 おのアース 
線に接統しないこと 
漏 至 時に感電の恐れ 

を巧に分解-修理‘改をは行わない /<|\ 

発义'異巧動作してけびをするるれ vjy 

測禁止 


A を意 

トップフレートに衝擊を加文ない 

万一ひびび入った0おれると、週熱-異常動作 ’ \y 
感逗の原因 

カウンタートツフのげ科は、面熱が料のをのを巧う 
巧 硬化が 脂化粧あり旧 K 6903) または これと 
同等上のちの 

耐巧性の低い材巧を使用すると、を巧-义災の原 
因にな0ます。 

※ニス引さのちのは変をずるため、使わないで< 

ださい。 

試運拉中は、トッププ レー トや □— スター 
ドアなどの富温部に猫れない v ©/ 

やけどの恐れ ち** 祭止 

製品を不巧定な場所におかない /<~N 

落下の原因 



















設置工事をされる方へのお願い 


♦この商品は、適切なち気エまと設田ぴごれていませんと性能び十分発揮でさないばかりか、過をなどの危険び生じる 
場合びあ0ますので.この設畳エま説明含をよくお読みのラえ、適切な工事をおおい巧します。 

参空気工事は、必ず r ち気工事 ± j のを許をお持ちの方び行って<ださい。 

♦エ車完了をは、必ず rig 売了をの確認」を巧い、お客様へご説明ください。 

•巧!*品の確認をして < ださい。 


排気カバ— 


烧拥 

天成’5巧 



1個 

P 

! 

□—スターの中にたジトされてレます。 

潛 

1個 

) 


※取巧説明8、巧証•びあることを巧設して<ださい。 


A お願い 

設垣ずるときは、义災モ防ま例に呈づき 、 A 
おず可燃物との路拓距が巧守る V 

巧巧を巧びおいと乂災の原因 

プラグの巧および巧の取巧面に、ほこりび 
付着していないことをお認し、ガタのない 
よう根元まで確実に是し込む 
ほこ0び巧這した 0. 接統び不完全な場合、忠里 
や火災の原因 

巧源お線およびアースおは、プラグをかし 
て直結しない 

磊里やショートによるお亞-発乂の原因 

本な:の下に可燃物をおかない 

火がの原因 1 V 


電気工事 


がず»0：»±のを許をお持ち 
の方び行つてください。 


〈き用回路の設置（単相200 V )〉 




参クツ キン化ーター用のコンセントは規巧で次のようなをのび语连 


器具の容《 

巧おの太さ 

コンセントのお状 

30 A 

02.6mm 

cq 単相20 0 V 用（お化極巧 
山 250 V -30 A 


■コンセント推奨位置 



このの■にコンセントをおける場合は.水はね防止の 
ため、 クッキングヒーターにノてックガード ( HT - BGK 2) 
(別売品）を巧0付けることを巧巧しまず。 














































書火が予防条例、翌気設備技術基準第己9条に従って設置して<ださい。 

•製品の金属部がキッチンの金屬部と接触する場合、建造物の壁中のを厲タルラスなど）とキジチンの金属部を接触し 
ないようにするか、まには製品のを厲部がキッチンの金属部に接独しないよラに取り付けてください。 

•製扇は水平に設置してくだごい。 

•製品は火ぶ予防上、可燃物との間を國のよラに離して取0巧けてください。 




《製品側面及び後面は、 
ヒーターが 周部よ0壁 
面までの謎隔距離です。 

1 日 OcmiiLt 


左も lOcmilt 


製品の前面はでさるだけ広<あけて、通行時皆冷蔵庫、 
家具などの扉が当た5ないよラにして<ださい。 

※上記寸港びとれない場合には、ち図のよラな防熱板を 
取0付けて<ださい。製品の後面ち側面と同じです。 
(消防庁通知によ0定められた数値による） 

[消防法基準適合組込お] 


《防熱ネ反による防乂措置矣 

防热板 


1 cm 似 上 


HBN-2 


1 OcmULt 


30cmUi± 


1 cmi ： JJ : 


•推裝防熱板の種類（ステンレス a 日 mm ) 



HBN-1 

H 白 N - 吕 

HBN—4 

厚さ 

1 ,5cm 

1 日 cm 

2.0cm 

高さ 

40cm 

4 日 cm 

4 曰 cm 

傾 _ 

59cm 

90cm , 

59cm 


嚴巧戲板については、お胃い上げの賊売店にご相談 < ださい。 


コンセントの設置 


必ず巧つてください（コンセントの一極接地用に配線してください） 


!品となつていますので.事前にご確認のうえ、設置してください。 


■置き台より下にコンセントを設置する場合 


>コンセント推努位置または、匿を台より下にコンセントの 
取り付けびできない場台は、壁面にお0巧けてください。 
ただし、コードの長さが630 mm のため、取0巧け範囲は 
本がの間近でないと取り付け日れまはん。 


30cm 固 
I 置さ^ 


コンたンのを置 
1已己 mU 巧 
【おき台巧面〕 


1 己 cm 〜 2 己 cm 



















□-スタードアのテーフ止めを外したか確認してください。 


受皿内部、トップブレート上に捆包巧がないか巧話してください。 



製品寸法回 


I を面図 i 



I 側面図] 


ピ 

102 |_ 


工事完了後の確認 


♦通里をする前に受皿内部、トップフレートの上に捆包がびないことを必ず確認してください。 
♦設贾工事終了を、なの手順で確認して<ださい。 


アースエ事 （ D 桂接化工*)をしました占、。 
漏巧ブレーカーのお里をしましたか。 


プラグを接統しましたか。 


①里巧里圧が r 単相呂 oovj であることをなず確設してください。（里圧異常の場合は C & !を表示します） 


②巧源スイツチを r 入 J にしてください。 


参至おランフび点なずる。 


③をヒーターまたは口ースターを r 入 J にして、動作を確認してください。 
(1) ちちヒーター 


銷にコッフ1杯程度 （ 1 80 mL ) の水を入れ、 
ヒーターの中央に畳さ、ヒーター切/入キー 
を約1巧間巧してください。 

※銅を*かないと通逗しません。 

※確認をは直ぐにヒーターを停止してくだ 
さし、水びなくなり空ださにな0ます。 
(2) □—スター 

手里)キーを巧してからスタートキーをだ n 砂 
間巧して<ださい。 


♦各ヒータに巧なした火力表示ランフと 
通ちランプが点灯し、しばらくするとお 
湯び;巧とうします。 

•扫扇□か5風び出ます。 


♦焼きかげんランフの「掛と通里ランプび 
点灯します。 

•排気□か5風び出まず。 


♦確認終了後は必ず里源スイッチを巧して電源を切ってください。 

♦試運転で付属の天ぷら巧を使用ずる場合は、スポンジ善で水統いしてから使用してください。 
また使用後は、水気を十分に切り、内側に程く食用油をめってください。 （サビ防止のため） 


轉日立アプライアンス巧式を社 

〒105—8410東京都港区西が巧 2—15—12 «な【的) 3502— 2111 


捆包巧の 

取り外し 


NH 214580 -01 2002- 的 （ 0CM)7 












































































